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主 な 記 事

１面 ＪＰＭＲＣ２５
2面 ＪＰＭＲＣ２５フォト集
3面 フードバレー十勝マラソン大会支援

秋季演習場定期整備
4面 旅団長防衛講話

おびひろ氷まつり調印式

５旅団（旅団長 岸良陸将補）は、９月３０日から１０月２１日までの間、米国ハワイ州におい
て、米太平洋陸軍主催の多国間訓練ＪＰＭＲＣ２５（ジョイント パシフィック マルチナショナ
ル レディネス センター２５）に陸上自衛隊として初めて参加しました。
本訓練は、第５旅団から第６即応機動連隊及び第５後方支援隊即応機動直接支援中隊が参加し、

日米の共同連携要領を演練するとともに、島嶼部での作戦遂行能力、戦術技量、相互運用性の向上
を目的に実施しました。
訓練当初、シンガポール軍との下士官交流において、第６即応機動連隊がガンハンドリング、分
隊戦術行動等を展示、次にマレーシア軍との交流において、即応機動直接支援中隊が装備品展示や
体験搭乗を実施して、両国の参加部隊と良好な関係を構築し、相互理解を深めました。
日米においては、火力誘導要領の認識共有、米陸軍と海兵隊との共同衛生訓練により戦術技術を

向上させるとともに、共同指揮官会議等を通じて、共同による計画策定に係る理解を深めました。
訓練終盤の総合訓練では、日米による情報と火力の連携、共同反撃を実施しました。
第５旅団は本訓練を通じて、インド太平洋地域国との連携強化に寄与するとともに、日米共同作

戦能力を向上させ、その絆を深めることが出来ました。

目的地へ向け前進 米軍と認識を合わす 補給物品空中投下 第一線救護

共同反撃 戦闘指導米海兵隊と後退要領を実員予行
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マレーシア軍との
部隊間交流

シンガポール軍との下士官交流

米軍との調整会議

日米共同
戦闘予行

米陸軍及び米海兵隊
との衛生共同訓練

活躍する第５旅団通訳要員

出陣式
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帯広駐屯地（司令 井上１佐）は、１０月
２７日（日）、帯広市で開催された「２０２
４フードバレー十勝マラソン大会」を支援し
ました。
大会当日、同駐屯地は、ハーフマラソンに

おける駐屯地内のコース等の利用、大会ボラ
ンティアの輸送について協力するとともに、
駐屯地内を楽しく走れるよう、様々な装備品
を展示し、趣向を凝らした広報活動を実施し
ました。大会に参加した多くのランナーは、
思い思いに駐屯地を走り抜け、約４キロ先の
市中心部にあるゴールを目指しました。
駐屯地は引き続き「地域から信頼され、明

るく前向きな駐屯地」を目標にあらゆる機会
を通じて、市民の理解獲得に努める所存であ
ります。

駐屯地内を快走する参加者

駐屯内で記念写真 参加者を応援する隊員

第５旅団（旅団長 岸良陸将補）は、１１月８
日（金）から１１月２２日（金）までの間、然別
演習場及び矢臼別演習場において、秋季演習場定
期整備を実施しました。
本整備は、演習場中期整備計画に基づき、射場、
弾着区域、道路附帯などの訓練基盤を重視した整
備を実施するもので、演習場の道場化推進に寄与
しました。
隊員一人ひとりが、旅団長要望事項である「目
的意識と創意をもった整備の完遂」のため、単に
草刈等の整備をするのではなく、整備が何を目的
に、どのような出来上がりになり、どのような訓
練ができるようになるかをイメージし、自らが担
任する整備の重要性を認識しながら整備しました。
また、部内ネットワークの共通作戦図及び作業
工程表の自動集計の活用により、整備隊本部と各
部隊の進捗状況を常に共有、そして人員現況・装
備品現況等を管理し、進捗の遅延がある部隊に機
材・隊力を迅速に配分するなど、効率的な部隊運
用を実施しました。
さらに、本整備を作戦の場と捉えた隊務総合一
体化施策により、若年隊員を育成に繋がる零細時
間を活用した積極的な技術指導や安全管理教育を
行いました。
第５旅団は、定期整備を通じて、訓練基盤を充
実させ、任務完遂のため、日々訓練に励んでいき
ます。

支障木の伐採

射場整備道路等整備

安全ロープの修正 路面形成

水源地の泥上げ 草集め
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第５旅団
ホームページ

検 索 各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など情報が盛り
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地本よりデータを
受領後反映

第５旅団長
防衛講話

講話の様子

第５旅団は、隊友会道東連合会に対し、第５旅
団長による防衛講話を実施しました。
本講話は、自衛隊に対する理解と認識を深める

ことを目的に「隊史に見る陸上自衛隊の変遷」と
いう演題で講話しました。

第５旅団は、１１月１２日（火）、第６２
回おびひろ氷まつり調印式を実施しました。
調印式では、帯広のまつり推進委員会会長
の米沢帯広市長、旅団長（岸良陸将補）及び
協力担任官の第４普通科連隊長（小林１佐）
の三者により協定書に調印しました。
令和７年１月の年明け早々からは、氷の滑
り台の制作を開始していきます。

帯広市長と協定書を交わす


